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「子どもたちの学校生活が彩り

の無いものにしてはいけない！」

「すべて自粛ではなく，できる工

夫をしよう」「無論，感染予防はし

っかり行う」という思いで今年も田植えを行いました。今年は，

佐々岡良子さん，食改の皆さん，公民館の皆さんにお手伝いいた

だいて，波佐で昔から行われている田植えの風習などを少しだけ

体験・学習しました。

まず稲の神様にお花を

供えてから田んぼに入り

ました。シャキッとした気持ちで田植えです。当日は

あいにくの雨です。人数もいつもより少なめです。で

すが，いつもよりも早く終わりました。

次は，昔のお話を聞きました。朝早くからみんなで

手伝い合っての大仕事だったこと，はすまで食べる豆
．．．

むすびのこと。お話の後に，豆むすびをいただきまし

た。田植えの途中，畦に腰かけて食べる豆むすびは楽しみだっただろうなと感じました。また，

昔は雨の中でも行われた，ちょっとだけ大変な田植えを体験できてよかったと思いました。

地域の皆さんのおかげで，いい体験学習ができました。ありがとうございました。秋の収穫

を楽しみにしています。そし

て，今年は，正月飾りを刈り

取った稲わらを使って作る計

画です。

地域の方には準備や田の管理

などで大変お世話になっており

ます。ありがとうございます。

「波佐小学校をよりよくするために！

自分たちで課題を見つけ行動する！」

このことを定期に話し合い発表するの

が児童集会です。委員会の子どもたちはみんなの心に届くように

あれこれと趣向を凝らし，直前まで「ぼくが振ったら，こう言ってよ」などと打ち合わ

せていました。

“コロナ感染予防のクイズ”（珍回答に笑い）

“ニュース仕立ての読書の呼びかけ”(現地リポーター風)

“階段歩行の呼びかけ『怪談(階段)ばなし』” (前髪をたらし，懐中電灯の演出あり)

力の入れどころがやや違う気もしますが(笑)，今年の子たちの個性が表れていました。



学校教育の目的は子どもの自立の力を高めることに

あります。自立の力とは「自ら未知の世界に飛び込み

チャレンジをする，そこでぶつかるであろう困難に粘り強く取り組み，やり抜く」力です。

子どもたちが未知なるものにチャレンジし，最後までやり抜くには心のエネルギーがい

ります。そのために我々がすべきことは，(本人の納得なしに)困難な世界に子どもを放り

込んだり，「もっとやれ」と叱咤したり，何でもかんでも褒めたりするのではなく，「子

どもを勇気づけ励ます」「頑張る姿を称賛し，適切に評価アドバイスをする」ことだと思

います。学校ではこういう思いを大切にしながら日々，子どもたちに向き合っています。
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１日(水)文化財子ども塾（高学年）

２日(木)児童集会

７日(火)ラブック号

９日(木)校内研究会 下校 15:40
１０日(金)花のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ苗植え

１５日(水)校内研究会 下校 15:40
２０日(月)JP 貯金
２１日(火)校外班会

２８日(火)個人懇談 下校 13:45
２９日(水午前中授業 下校 13:00
３０日(木)終業式 給食終了下校 13:00
３１日(金)校内研修会※高学年のみ出校

例年行われる保護者の皆さんによる環境整備作業

ができず，校庭の草に困っていましたが，保護者

の方がボランティアで除草作業をしてくだ さい

ました。また，地域の方にも植栽の手 入れを手伝

っていただきました。

「ふるさとを語れる子」の取組として，今年度も

クラブ活動で神楽を体験します。常盤クラブの方

に指導していただきます。


